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平 塚 市 の 真 正 ク モ 類

リス トおよび分布

平 塚 ク そ の 会
*

1. rま じ bFこ

平塚市およびその周辺地域の真正クモ類の調査事例としては, 1977年 前後に加藤輝代子,新 海

栄一氏らが行った平塚市大原の農林省果樹試験場 (当時 )構 内での調査, 1981-82年 に神奈川県

文化財保護課が委託し,新 海栄一,熊 田憲一氏が行つた大磯町高麗山での調査があるが,い ずれも

正式の発表はなされていない。また,県 立平塚江南高校生物部では, 1975年 から,平 塚市内の真

正クモ類相の調査に取 り組んできたが,全 域のリス ト作成 にはいたっていない。このように,平 塚

市付近の真正クモ類については,分 布の実態が十分解明されていない現状であった。

筆者らは,平 塚市博物館の協力をえて 「平塚市及びその周辺部に生息するクモ類を調査し,そ の

リス トおよび分布図を作成して地域自然の資料とする」ことを目的とし,江 南高校生物部員および

その卒業生を中心として 「平塚クモの会」を結成した。会では, 1985年 9月 から毎月 1回 の採集

会を開 くことにし調査をスター トさせた。 1984年 4月 からは県立小田原城内高校生物部員等も加

わ り,調 査参加者は 20名 を越える規模となった。 また 1985年 には,東 京蜘蛛談話会の定例採集

会が数回にわたって高麗山で開かれたので,調 査の一環としてこれにも参加した。

本報告では, これらの調査に基づき,平 塚市の真正クモ類についての第一報として,採 集された

種のリス トをまとめた。各種についての生態 上の知見や,地 区によるクモ類相の比較などについて

は,今 後,順 次発表してい く予定である。

調査に参加した本会会員は,青 木聡志,青 木誠,青 野和子,天 野智枝,池 田博明,磯 部達男,稲

葵茂代,井 上美樹,植 田恭子,及 川美和,大 倉健一,大 倉潤一郎,大 野悟,岡 部由美子,小 沢俊夫

加藤岡1,加 藤礼子,川 崎博孝, 日下清文,佐 藤圭,佐 藤伸一,佐 藤信恵,佐 野裕彦,佐 保田浩,沢

田典子,渋 谷暁子,杉 崎るり,高 橋格子,丹 野信吾,露 木孝子,中 戸川知頼,中 村衣里,西 川敦人

星崎礼手,宮 保岳史,山 口貴生,興 野雅洋,渡 辺秀子ののべ 58名 である。また資料 と情報の整理

原稿の執筆については,池 田博明,大 野悟, 日下清文,佐 藤仲
一,佐 保田浩の 5名 が中′はヽとなって

行い,本 稿の文責はこの 5名 にある。

今回の目録作成については,種 名に正確を期するため,東 亜蜘蛛学会の新海栄一氏に標本の同定

をお願いした。同氏は,採 集会にも度々参加して下さり,調 査方法などについても,貴 重な指導助

電をいただくことができた。紙面を借 りて,厚 く御礼申し上げる次第である。また,東 京蜘蛛談話
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会の会員諸氏には,採 集会を通じて助盲をいただき,資 料も提供 していただいた。平塚市博物館の

浜日哲一.l■には,会 の運営に御尽力いただ くとともに,本 稿の発表の機会を与えていただいた。こ

れらの方々にも,合 わせて御ネL中し上げたい。

2 .調 査 地 と調 査 方 法

平塚市は神奈川県の中央南部に位置し,柏 模湾に面した,面 積約 b8彫 8,人 □約 25万 人の中

都市である。本調査では,平 塚市の市域に,東 海道新幹線以南の本B模川両岸の河川敷 (一部が寒川

町,茅 ク崎市 )と 大磯町高麗山を合めた範囲を対象地域とした。調査地域は行政区画および地形 に

よって,A:土 屋 ・吉沢, B:金 目, C:旭 (万 田 ・公所 ・出縄他 ),Di岡 崎 ・城島, E:神 田

(大 神 ・田村他 ), F:金 田 ・豊日, G:大 野 (南原 ・八幡 ・中原 ・四之宮他 ),H:旧 市内 (諏

訪町 ・浅間町 ・大原 ・千石河岸 ・平塚海岸他 ), I:高 電山 ・湘南平,J:相 模川,の 10地 区 に

区分して調査を行った (図 1)。

圏

嚢

□前折地・集落

匡:ヨ介昌ネ告
地の畑・

台地の畑 ・ゴルフ

場など

山 れホ

0____   ?km

図 1 ,  調査地域の区分と土地利用

昼弔誰 t
丁ず矧 1末f
°
平 8_r

古|モ雪
駅

-76-



市の中心部にあたる(Iおよび11は,相 枝平PIの砂)N`砂丘地村で,ほ ぼ令政がギJ角也化 しており,

れ岸付近のクロマツ林と,点 約:する社寺林かなされた律かな縦である。 D, E, Fお よび「3, C PD

一部は相模平野の沖積低地で,広 いよ鳳が発達 し, 自然堤防 との微十fぢ地や台地のヘ リに集落が形成

されている。近年は水田を埋立てて大規模なU地 の姓設も行われている。 4丁は河||1敷で,か な りの

部分がグラウンドに進成されているが,砂 礫地,オ ギ群落, ヨン群落,ヤ ナギ林などの多様な環境

も残されている。 Aと B, Cの 一部は大磯丘陵の一miで,集 落,畑 ′水田, ヾカン畑,雑 木林,ス

キ林などがモザイク状に入りまざった景観の広がる坐1出である。標高は最高地点でも20Eれ に満

たない。 Iは 同じ大磯丘陵だが,地 形的にやや急峻で,全 域に森林が広がり,高 庭山高に'の照実樹

林は神奈サ|1県の天然記念物に指定されている。最高地点は標高 181れ の浅間[bである。

調査は 1985年 9月 から1985年 10月 まで約 2年 間にわたって毎月原則 として 1陣1実施した。

採集はハ ンドノーティングおよびビーティングを主とし,環 境と季節によってはふるいなども用い

た。乱獲は避けるように心がけ, また生態的な情報もなるべく記録するようにした。調査地はA～

」の 10地 区をまんべんなく回るように計画したが,結 果的には偏 りができてしまった。また各地

区の中では, もっとも自然のよく残ったポイントで調査を行ったので,市 街地では社寺林が主な対

象となつた。採集したクモは,そ の日の内に博物館へ持ち帰 り,整 理,同 定を行った。標本は ア0

,もエテルアルコールの液浸標本とし, 平塚市博物館に一括して保存してある。

標本の同定については,前 述の通り,新 れ栄一氏にはぼ全ての枠本に目を通していただいた。 こ

れらの採集と同定の記録は,会 員の日下清文が作成 したマイクロコンピューターのフ
°
ログラムによ

って整理を行った。

5,調 査 結 果 の概 要

2年間にわたる訂3たの粘果, 平琢 'およびその周辺部で記録された真正クモ類は 61科 255種

となった。なお, この中には種名の決定に至らなかつた 6種 が含まれており, さらにここに記録し

なかった末1,討の約 10馬 類のい1(があろ。 255柿 という序類牧は八王子 わの 316神 (新海19

ア8, 81)と 比較すると少ないが,平 琢が最高地点で標高 200初 の低丘峻地で,市 佑地化 も者

しく進んていることを考えると, 予想よりも多 くの真iどクモ類が発見されたと[iえる。

地区別に記録種類牧を比較すると,A:15口 種, B!115種 々 Ci86種 , Dtフ 1府 , E

:42種 , F:52種 ,G:6ア 種,H164植 , 1:125種 ,Jt8?種 となつている。 Aの 上

沢地区の種類狭が円丁′って多いが,こ れは尿峰十取十数が多かったためもあるが,粧 木林,渓 流さらに

は人里近 くの農耕地など環境が多様であることが原lldと考えられる。また」の柏模川地IXも科1枝ヤ

野の中では挿畑数が多いが,これヤン エヽトリグモ科 コモリ分寸斗などつF行叫比Lの種が多く占け求されたためである.

今「】1記'式されたものの中で, 分布 i:特1子'すイミきfFとしては, シロホシヒ/ク■1, タイリクアリク

モ,イ ホカニグモ, イサゴコモ リグモ, フジイコモ リグモなどがあげられる。またフク「ヨグモ科の



一種Cあれ。れα んを″れ″″は,中 国大陸で記載 された種で,今 回の発見が,国 内初記録となった。

4 .真 正 ク モ 類 目録

本調査で記録された真正クモ類の目録を以下に掲げる。科,属 ,種 の配列および学名,和 名は,

「日本産真正蜘蛛類目録 (1977年改訂 )」 (八 木沼 1977)と 「同補遺(1)～(4旭 (八 木沼 1978,1980

1981,1982)お よび八木沼 (1984)を基本としたが,コ ノブグモ科 ・カエグモ科 ・エビグモ科 ・ウ

エムラグモ科 ・メスジロタヽエ トリについては 「フィール ド図鑑クモ」 (新 海
・高野 1984)に よっ

た。その他, ウズグモ属,ヒ メグモ属,セ スジアカムネグモ属,ヤ ドカリグモ ・キハダカニグモ ・

アオオピハエ トリ等の問題のある学名については,「 現段階では」という留保つきの新海栄一氏の

意見 (1985年 )を 参考にした。また従来 ,サ ラグモ科とされていた種については,こ れまでの多 く

のリス トとの比較の便を考えサラグモ科の後半にまとめて不した。

種の解説は,一 般的な生態,平 塚での生息環境,採 集状況などについてふれ,分 布として具体的

な記録例を示した。網の名称は新海 (1979)を 使用し,こ れに出ていない種は,適 宜,各 種の図鑑

(八 木沼 1968,松 本他 1976な ど)を 参考にした。また,「 フィール ド図鑑クモ」 (新 海 ・高野

1984)を 生態記事の参考にした。

カネコトクテグモ科  ArfTORODIAETI DA E

l. カネコトクテグモ   ン zヵθあα冴″」 γθヶ冴z売 (L.Koch)

各地区の神社境内の木の根元,上 の露出したがけ地等で比較的よく見られるが,住 居の発見は

容易ではない。市街地では見られない。住居は 1ク 所に数個がまとまっていることが多 く,径 6

～ 15所″程度の検穴で入回には両開きの扉がある。深さは大きいもので 20C″前後である。

分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・岡崎 ・高麗山

トクテグモ科   CTENIZIDAE

2.キ シノウエ トタテグモ   ニ cとθ″ルα をyル・α (Kishida)

高麗山の南斜面で 1頭 確認された。前種同様住居の発見がむずかしいためこれ以上の確認 ・採

集報告はないが,局 地的な分布をしていると考えられる。前種と異なり入日の廃は片開きで,住

居は縦方向に地中にのびる。分布 :高麗山

5.キ ノポツトタテグモ  」 ″れι2ια ル cフCれα (DOenitz)

社寺林などの苔むした木の表酌や石垣などの友面に営巣する。市内 2ク所で採集されているが

発見が難しい。袋状住居の直径は10～15″″長さは3で″程度である。分布 :金 田・高麓山

ジグモ科  ATYPIDATE

4.ジ グモ   れ yttF ん。″Fcわ  DOenitz

採集 ・確認記録は少ないが, 市内全域に普通rc見られる。砂地に多 く,樹 林の根元 夕石垣,塀
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などの 下方に管状住居をつ くるが入llは開□していない。住″|は地上部で 5～ 10C″,地 中部分

は 20C″程度である。現在では見られなくなったが,以 前は子供の遊びの対象として比較的親 し

まれたクモである。 分 布 :全域

5.ワ スレナグモ   ご αι切"″α Fを みCと吻  Karsch

採集記録はないが,高 魁神社境内及び諏訪町の江南i弓校校庭の 2ク所で生忠が確認されている。

特に江南高校では局地的に多数生息している。住居は管状で扉はなく穴があいた状態である。深

さは 20C″程。 分 布 :諏訪町 ・高魁山

ハグモ科   DICTYNIDAE

6.ネ コハグモ  Dた と″α /湧 お BOeS・ et Str.

各地で普通に見られ,広辞樹の実 1こに天幕網を張るが塀等ではボロ網が多い。分布 :全域

7 カ レハグモ   比 αとルフJ んを″ぁιと, B lachvall

岡崎神社で 1頭採実された。成体でも体長 2″″程の微小なクモで,ボ ロ網を張る6分 布 :岡崎

8.ナ シジカレハグモ   ニ .  P″れcとθsPαT S C  O i

岡崎神社において 1頭採集された。前種 と同様微小なクモ。分布 :岡崎

ウズグモ科   U L O B O R I D A E

'  マ ネ キ グ モ   仇 αフγc _ ο P 夕f  θ 売 2 乃れ ん 」 B  O e s . e t  S  t r

土屋と金目地区で採実された他,高 庭山でも生忠が確認 された。相糸体条網を振り脚を伸ばし

た状態,又 は第 1側 を広げY字 形の状態で静止している。分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・高麗山

10. 力 タハリウズグモ   切 肋 御  ゙syわθれれ,Boes.ct Str。

次種に近似 したクモ。採集記録は少なく生息数は次種より少ないと思われる。絹糸体円網。

分布 :土屋 ・神田 ・高芝山 ・相模川

11. ウズグモ   」 . υαァιcれJ BOes.et Str,

普通に見られるが市街地には少なく,丘 陵地に多い。直射 日光の射さない林間などの地上から

低い部分に渦巻状のか くれ帯をつけた水平円網をはる。前種と生活環境,習 性はほとんど同じで

成体以外では,区 別がむずかしい。分布 :土屋 ・古沢 ・金目・PEl崎・南原 ・高麗山 ・相模川

エンマグモ科  SEGESTRIIDAE

12` ミ ヤグモ   И γあαあc ″αを夕ヶαιιF(Karsch)

名の由来の通 り,社 寺の境内でよく発見された。建物の外壁ゃ樹木の表面のすき間などに管状

の巣を作 り,放 身」状に受信糸を出している(管 状受信糸網 )。 分 布:金 日・岡崎 ・豊田 。南隙

クマゴグモ科   00NOPIDAE

15  ダ ニグt   Cα  ttcsθ πヮ″P'C aαとα″″αCと。 Karsch

微小なクモで発見しにくい。丘陵部,市 街地の神社境内てる2Rの採集例がある。

分布 :占沢 ・神口・高魁山
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ヤマシログモ科   SCYTODJ DAE

14.ユカクヤマシログモ   5θ yι況術 あ ″αc'ごc(Latrellle)

比較的よく見られるが採集例は少ない。屋内性のクモであるが,刈 取 りの終った水田でも採集

された。分布 :公所 。中原

ユウレイグモ科   PHOLCIDAE

15.ユ ウレイグモ   Pん θιcを」 θγノPとあθθι夕zF(Boes.et Str.)

廃屋や古い建物などに普通に見 られる。E内 ,屋 外ともに採集例がある。不規則網を張る。分

布 i上屋 '吉沢 ・金目 ・城島 ・豊田

16.イエユウレイグモ  P.Pん o″αれヵθあC tP(Ftsslin)

大原地区で 1頭 確認されている。他に正式の記録はないがよく見られるクモ。E内 性で前種よ

り大形である。 分布 :大原

17シ モングモ   SP″ 初θルθTc sワ″θC″αとo(Dugど S)

市街地の中原御殿で,採 集,確 認が各 1例 ある。屋内性で体長 2″″程の普通種。分布 :中原

ヒメグモ科   THERIDIIDAE

18.ツ リガネヒメグモ   ン θルα夕α γα″夕α αZ′"″あとんθttα (Boes.et Str)

崖地や樹木の根元などに土や砂粒を釣鐘状につるし周囲に不規則網を張る (釣鐘網 )。 分布 :

土屋 ・万田 ・岡崎 ・中原

1,キ ヒメグモ   ン . 2立αとわ。 (Boes.et Str

ヒメグモとよく似ているが本種の方が小型で春先に出現する。上屋地区において 2頭採集され

ている。不規則網でシー トはない。 分布:上屋

20ャカグヤヒメグモ  ン .″切αとα (Clerck)

不規貝」網を張る。 分布 :土屋 ・吉沢 ・万田 ・岡崎 ・高麗山 ・湘南平 ・相模川

24.オオヒメグモ  ン 。 と夕Pあ″αれθヶ″秘 (C・Koch)

幅広い環境で見られる最も普通のクモ。 日本中に広 く分布する。不規則網を張る。分布 :全域

22.アシブ トヒメグモ   ン ″″θJあ″s cTcNあP夕」 (Boett et s tr_)

丘陵地とそれに近い地区で最も普通に見られ,市 街地では少ない。広葉樹の棄の裏,垣 根,小

枝の先などに不規則網を張る。 分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・公所 ・万田 ・南原 ・高題山 ・湘南平

25,オナガグモ   ン 7,∽物s cノιあか。′が挽T Simon

名の通 り細長い体形のクモで,体 をのば して静止 していると杉の葉などとまぎれ発見しにくい

が普R「Ilに見 られ る。丘陵地に多いが相模|||でも採集されている。無粘性条網を張 り糸を伝 って

くるクモを主に捕食する。分布 :土屋 ・吉尺 ・金目・出縄 ・万田 ・高魔山 ・相模川

24.ホ シミ ドリヒメグモ   び ヵTyJFο 酔 2cとを/2アc (Yttinuma)

広実樹の実裏などに工糸網をなる。名前適り緑色の実しいクモ。分布 :上E・ 古沢
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2 5 . ヤ ホ シ サ ヤ ヒ メ グ モ   σ θ″初 F o 初  θ れ っ″αc ″ α角 秘 ( B O e s . e t  S t r 。 )

各地区から採集夕」があるが個体数はあまり多 くない。不規則網を張る。分布 :程j沢 ・金目・岡

崎 ・中原 ・平塚海岸

2も。シロカネイソウrElウグモ   ン ァフファθ22F めο,cめc(Karsch)

イノクロウグモ中最も個体数が多 く,普 通に見られる。多 くのクモを宿主にするが, ジョロツ

グモの網が最も多い。分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・万回 ・岡崎 ・豊田 ・大原 ・平塚海岸 ・高麗山

2ス テツイソウロウグt   ン . ヵ 」゙あメ″θZS O・ P・ cambridge

主 としてクサグモの網に居候する。分布 :吉沢 ・高麗山

23.フ タオイソウElウグモ   ン .ル ″ B∝ 母 et str。)

前種より個体数は多い ,ク サグモの他, サ ラグモ等 にも居候する。分布 :土屋 ・吉沢 ・金目

高麗山 ・湘南平

2'ヤ ツグモ  ン .F2クc″" (Karsch)

他のクモを襲 う性質をもつクモ。槍の穂先に類似した独特な形の卵の うをつ くる。丘陵地7C多

いが相模川でも採集例がある。 分 布:土屋 ・吉沢 ・金目・高麗山 ・湘南平 ・相模川

30. ポ カシミジングモ   Dと Pο ttα cαどとT″α Boes.et Str.

樹葉間 ・草間を徘徊。ア リを捕食する。分布 :土屋 ・吉沢 。中原 ・高麗山

31.キベ リミジングモ  D.″ αフθttα γ′あαια Bces_et Str.

土屋及び高麗山で 2頭 の採集例がある。分布 :土屋 ・高庭山

52.カニミジングモ   D.れ をすと夕ん″c Simon

ア リを捕食。 ミジングモの中では一番多 く見られる。分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・岡崎 ・豊田 ・

中原 ・高麗山

35.コアカクロミジングモ   D.砲 ″とルαとα Boes et S tr

高麗山周辺及び金日地区で採集されている。 分布 :金 目・万回 ・高麗山

54`シモフリミジングモ   D.Fl“ ZCれ ,PcγFα Yaginuma

夜間活発にアリを捕食する。 分 布 :土屋 ・吉沢 ・金目
・出縄 ・高麗山

35`ヤ マ トコノンヽグモ   ど 切Pι οttαとんα ソcPθれとCC  (Boes. ct S tr.)

水田に多 く,稲 株の間等に粘性不規則網を張る。 分布 :金 田・公所

56.カ レハヒメグモ   ど 。 とγαη JフタT立/θυ2冴¢ (BOes・et Str.)

市内で普通に見られ,家 の塀や樹皮の常けれ日等に住居を作 り,そ こから日の細かい粘性 /1「規則

網を張る。 分 布 :令域

37ヒ シガタグモ   ど ルJιz″J ヴ ル"す  8oes.et Str

湘南平において幼体が一頭採集された。夜問,逆 Y宇 型相を峡 り,は い1呵る虫をつり1二げる。

分布 :湘南平
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38.ハ ラナガヒシガタグモ   ど .台2″ゲ″ Doenitz et Str`

ピーティングにより上吉沢において 1月 にオスの亜成体 2頭 が採集された。 分布 :吉沢

52ツ クネグモ   Pん θ″θれああc Ptι″o(Karsch)

吉沢地区で一頭採集された。長さ5～ 10C″の粘性の強い 1本 の糸をひいただけの簡単な条網

(粘性条網 )を 張る(松 本他 1976)。分布 i吉沢

40.ゴマダラヒメグモ  sと 夕″ο2α cヵ θtt cc″″α (Degeer)

中原御殿で 1例 採集された。粘性不規則網を張る。 分布 :中原

41.ハ ンゲツオスナキグモ  S.● αフタγttcθ″α (Boett et S tr.)

5例 の採集記録はいずれも相模川のもので全て♀である。粘性不規則網を張る。 分布 :相模)||

42.シ ロホシヒメグモ   5.ダ θJ」c (C. koch)

国内で,長 い間採集記録のなかった重要種。 1985年 5月 26日 に平塚海岸に近い市街地の民

家の庭先で6♀ 各 1頭 が採集された。 分布 :千石河岸

43.スネグロオチパヒメグモ   Sと 勿れθ即 ″ゎ″れをC" Yaginurna

各地の落葉層および地表付近で採集されている。分布 :吉沢 ・金目・田村 ・豊田 ・高麗山

44.バ ラギヒメギモ   rん 夕れあθ″ θんあれ売あ (Yagintma)

比較的よく見られる。木の枝,葉 裏などに不規則網を上部にもった平面的な網を張 り,不 規則

網の上に占座する。 (新 海 1969)。テント網と称する。 分 布:土屋 ・吉沢 ・金目・出縄 ・南原 ・

中原

45.ヒ メグモ   r.ノ αPθれ例秘 (BOes.et str.)

普通に見られるクモだが市街地より丘陵地に近い地区で多 く見られる。シー ト付不規則網を張

り,木 の葉をつるしてその中にひそむ。 分布 :土屋 ・吉沢 ・金目 ・出縄 ・南原 ・中原

46.コ ンピラヒメグモ   T, ん θれP存勿J夕 (Boes.et Str.)

前種 と似た網を張るがシー ト網がない。 5頭 の採集例がある。分布 :金 目・万田 ・相模川

47ム ナポシヒメグモ  r.。 と2初t θttbltt Boes.et Str.

市内各地で採集されている。徘徊性で他のクモを襲 う。 分 布:土屋 ・吉沢 ・金目・岡崎 ・豊田

高麗山 ・湘南平 ・相模川

48.キ ヨヒメグモ   T. JP`

オオヒメグモに似た不規則網を張る。 5月 下旬,楽 器のマラカス様の白い卵の うを網内につる

す。分布 i土屋 ・岡崎 。南原 ・平塚海岸 ・相模ナ||

49ヨ ケヒメグモ   『 . 辺b虚"とを″ BOes.et Str.

冬期から春にかけ 4例の採集例がある。定地等に不規則網を張るが冬期は樹皮下に潜む (新海

19 6 9 )。分布 :吉沢 ・金 H・ 相模川

50 .ハイイロヒメグモ   T .  Fを あP 2とιのF( B O e s .  e t  S t r )
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枯木の樹皮 ・石垣などに不規則網を張る。分布 i金 日・田村 ・豊田 ・中原

ホラヒメグモ科   NESTICIDAE

5 1 . コ ホ ラ ヒ メ グ モ   押 夕J とわ "  あ ヶ夕砂あP 夕J  Y  a g R n u m a

相模)||で1頭採集。不規則網を張る。分布 :相模ナ||

サラグモ科   LINYPHII DAE

52.タ マヤミサラグモ   Z″ θ"P力αれを夕J とc tt α勿ょと。 (01)

地表に近い部分にシー ト網を張 り,ク モは網の下面中央に静止する。 分布 :高麗山 ・湘南平

55.ク ロテナガグモ  コ αとんフルα成夕J Tθあjれす (01)

二つの地区で 1頭 ずつ採集されている6こ の属はシー ト網を張る。 分布 :高麗山 ・相模)||

54.タ テヤマテナガグモ  β 。とα夕yα″α切ょお (01)

分布 :金 日・神回 ・高麗山

55,テナガグモ  コ .οTれ″と,」 (01)

刈 り取 りの終わった水田の株間などで多数越冬してお り,こ のような場所で普通に見られる。

分布 :公所 ・田村 ・豊田

56. デ ーエッッサラグモ   Dっ 2れとzれ」P¢茂ごと2“j(01)

分布 :神 田

57コ デーニッツサラグモ  D.PLTT″ J(Oi)

高麗山において 1頭 採集。この属もシー ト網を張る。分布 :高麗山

58.ヘ リジロサラグモ   Lぁ 3/Pんあcθ,αでぁααと2(Helsdingen)

最 も普通に見られるサラグモ。市街地でも見られる。比較的大きいシー ト網を張る。分布 :土

屋 ・吉沢 ・金目・岡崎 ・田村 ・豊田 ・高庭山 ・湘南平 ・相模川

5,ユ ノハマサラグモ  Pヶ θあ″フル↓α フ″″θんαれ2乃克す(BOes.e↓ s竹 .)

丘陵地に多い。スギ ・ヒノキなどの枝葉間 ・下草の間などに直径 10～5破″,深 さ1～4C″程の浅

い皿網を張る(新 海 1984)。 ドーム網と称す。分布 :吉沢 ・高麓山 '湘 南平

60.ク ロケシグモ  〃 あθれ夕とα z考 ァα 01

分布 :金 目 ・相模川

6 1 , ス ソ グ 回 サ ラ グ モ   θ 丁と夕αγれ J  ″ 2 ∽ οP 3 / ′れ す ( Q  P  C a r n b r i d g e )

中原地区において一頭確認。シー ト網を張る。分布 :中原

62.キソサラグモ  Pθ ヶγルο ttα たわθ夕れ」マ (01)

出縄地区で一頭採集。シー ト網を張る。分布 :出縄

65.ヨツボシサラグモ  5夕 α71a夕ιι2 ?辺芝れ加ar″αとα (Uyemura)

公所の水国で一頭採集された。分布 :公所

64.コサラグモ  ″ ″を/γっ″″純 ″確Fご冴宅 (Karsch)
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高慶山地|とにおいて 5月 および 8月 に各61t2Rが採集された。シー ト網。 分布 :高痩山

6 5 . ザ ラ ア カ ム ネ グ モ   И 」P ″ とん。T 優  ● 卸 物 切 J ιJ  O i

4例 の採集記録の うち, 5例 は冬期である。シー ト網。 分布:吉沢 '金 目 '高庭山 ・湘南平

66.ハ ラジロムナキグモ   DtP″ θc夕抑れα″θ'2夕」 す。′αれをj(Boes. et Str.)

分布 :大原 ・相模川

6ス  ノ コ ギ リ ヒ ザ グ t    FTを 例 夕  PTθ ″ 切 ι西   (Boes. et Str。 )

分布 i土昼 ・金目・豊田

68.ク ロナンキングモ   ど れ′ο売あと″ ′γαれれ売ごθι。 (Sundevall)

分布 :金 目

69マ グラナンキングモ  ど .とθγ92あ仰ιルデ 01

分布 :吉沢

70.エセアカムネグモ   o%と んθ乃2γ27L初2ワ乃とαれ″ (Wider)

冬期に水田中で採集された。 分布 :金 目・公所 ・出縄 ・中原

71.ア リマケズネグモ   θ οttcをれれ cれ 初c夕″J夕 Oi

出縄地区で 1頭採集,前 種と同地点に分布していた。分布 :出縄

72`ケ ズネグモ   θ .θル "切秘 Oi

10月 下旬から 1月 に吉沢,高 麗山などで採集された。 分布 :吉沢 ・金目・高麓山

73.チ ビアカサラグモ  ダ タ″α2ο′″な 。αれ控あθ″″れす (Walckenaer)

市内各地で採集例があり,普 通に兄られる。分布 :土屋 'i」沢・金目・出縄 ・岡崎・湘南平・相関 ||

74.コ トガリアカムネグモ   θ ttθとんοTcr a77す″あれあ夕γ。お (01)

分布 :金 目

75.セスジアカムネグモ   θ .27Lす夕"'P¢」 Bces.et Str

水田で越冬中の個体が多い。分布 i土E白 金目・公所 ・万田 ・大原。

76.オオサカアカムネグモ   θ .οょ訪α例れ」 Oi

▼地部での採集夕Jが多い。分布 :上E・ 中原 ,相模川

77ト ウキョウアカムネグモ   θ . とθたメ″ザ23(UyeFIlura)

分布 :金 目 ・神田

78.テ ョビヒゲヌカグモ  7泌 夕rをα c2れ co(Wider)

分布 :中原

センショウグモ科   MIMETIDAE

7,セ ンショウグモ   ど Tθ ジcPθれθα (Bocs et Str.)

他のクモの網に侵人し,そ のクモを補食する。丘陵地によく見られる。分布 :上に 。金日。出

純 ・綱崎 ・尋田 ・中崎t・ドヽ建山
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コツブグモ科  M Y S M E N I D A E

8 0 .ナンブコツブグモ  ル ノJ初御c ジθれ (K o l n a  t s u )

小 さな目の細かい球状円網の中心にいる。水辺に多い。分布 :金田・アj田

コガネグモ科  A R A N E I D A E

81. /ヽン`リグモ    ン c加ゥιぃ  御 ccけzι″J  S illlon

地表の草間にキレ網を張 り,中 心に枯実をつるとて港む。擬安キレ網と称する。 分 布 :吉沢 ・

平塚海岸 ・高麗山

82.ヤエンオニグモ   〃 γαれ夕ぁ ″αθαθ″o Uyem ura

草間に垂直の正常円網または呼糸円網を張 り,幼 体期はかくれ帯をつける。丘F_t地に多 く,市

街地では採集されなかった。分布 :土屋 ・吉沢 ・湘南平

85.オニグモ   ン .υ句とれθθfな  (L.KOch)

夜間,正 常円網または呼糸円網を張 り,昼 間は物陰に潜む。関東では,毎 日,網 をたたむわけ

ではない。もヽずれの地区でも最 も普通にみられる。分布 :全域

84.ナ カムラオニグモ   ン .ご。初″と7s Clerck

草原や建物の周囲などに多 く,正 常円網または呼糸円網を張る。網の一端に袋状の住居を車の

葉を重ねて作る。四之宮で 1頭採集された。 分布 :四之宮

85.キザハシオニグモ  /.あ Fと,p゛ (Karsch)

河原や草原のススキ ・アシ等の草間に水平の円網を張るという。 8月 下旬に採集された。

分布 :土屋 ・千石河岸 ,相模川

86.ム ッポシォニグモ   ン .あ wれ ccれs Nents

広棄樹の葉の表面または斐裏に,小 さな水平の正常円網を張る。豊田八幡神社で 1頭 採集され

た。分布 :豊田

8ス ビジョオニグモ  ン .秘 力あルc″F(SimOn)

樹間1/C完全キレ網を張り,網 の一端の実を少 しまるめて天幕をはって住居を作る。住居内で呼

糸に第 1脚 をかけて獲物を待機している。 (中 平1961)。 市内全域でみられるか丘陵地に多い傾

向がある。分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・出縄 ・岡崎 ・南原 ・旧市内 ・平塚海岸 ・湘南平

88.ア オオニグモ  ン ,Pιttα′γα″秘務切s (Karsch)

習性は前種とほとんど同じ。分布も丘陵地に多い傾向がある。 分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・千石

河岸 ・高廃山

8,マ ルヅメオニグモ   ン . F夕犯″切αγむ (Karsch)

市内の丘陵部に分布し,樹 間の高所に正常円網を張る。夕方造網する。 (中 平1961)。 分 布

:【1沢 ・湘向平

90.カ ラオニグモ   ン . υとPιれルT SChenkel
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広葉樹の葉の表面または草間に,垂 直または斜めに正常円網を張り,中 心にとまる。 分布 :高

麗山 ・相模川

91. ドヨウオニグモ   ∬ 夕θ,cοπ¢ ″ο夕乃ウサz,(Boes. et str.)

水田,河 原の草間に正常円網または正常水平円網を張る。水田など水辺に普通にみられるクモ

である。分布 :土屋 ・吉沢 ・岡崎 。大原 ・相模川

92.ヤ ミイロオニグモ  「 ./ぬ coCθιο″"c(Boett et Str。)

正常円網,呼 糸円網または切断キレ網を張る。網の一端の枝や葉に潜む。市内では個体数があ

まり多 くない。個体による色彩変異が多い。分布 :土屋 ・中原 ・相模川

93.ヨ ゲチャオニグモ  メ .ιと烈ぁ″ぉ  (walckenear)

木や草間に正常円網を張る。市内各地に分布するが,個 体数はあまり多 くない。 分布 :土屋 ・

金目。岡崎 ・南原

94.ワキグロサツマノミダマシ  ダ .″ "ιοとを夕売  (Simon)

昼間は葉裏にひそみ,夕 方から正常円網を張る。市街地には少ないが,普 通種である。サツマ

ノミ″‐シより遅れて出現する。分布 :土屋 ・吉沢 ・出縄 t万田 ・相模川

95.イエオニグモ   7V.″ α″れcc(L.Koch)

駅などに特に多 く,正 常円網を張る。年 1化 性。越冬は幼体,幼 体の大きさは様々で成体とな

る時期,産 卵時期に遅速の差が大きい (中 平 1979)。 市街地に多い。 分布 :公所 ・旧市内

96.ヤマシ臼オニグモ  ∬ . ザcプ″。 (Karsch)

樹間,草 間に正常円網を張 り,中 心にとまる。腹部の色彩には変異が多 く,セ ジロ型,ア トグ

ロ型などがある。前日の網は食い,毎 日網を張 り替る。普通に見られる。分布 :全域

97サ ツマノミダマシ  ガ .ょ●72ι οガルす (Boett et Str.)

昼間は実裏にひそみ,夕 方から正常円網を張る。市街地には少ないが,普 通種である。

分布 :吉沢 ・万田 ・大原 ・高麗山 ・相模川

98.ズ グロオニグモ   yり ぁ″れをα J,c(S trand)

家屋などの隅に正常円網を張り,網 の支点にぁる物陰に住居をつ くる(正 常円網および呼糸円

網 )。 幼体で越冬するものと,卯 で越冬するものがいる (中平 1961)。 分 布 :土屋 ・吉沢 ・四

之官 ・相模川

9'ヨ ツポ|ンショウジョウグモ   5あ れフα 抑 フ初α夕C (Sundevall)

分布 :神田

1 0 0 . シ ロ ス ジ シ ョ ウ ジ ョ ウ グ モ  F 7 切 " θ ょあ ′c  前 免針 切 夕。 ( C ・ K o c h )

市内で採集されたものは,す べて赤色フタホン型である。分布 :土屋 ・吉沢 ・金目・岡崎

101.サ ガオニグモ  Zι ιια α」ヶι″α夕 (S trand)

樹間に正常円網または白帯円網 (か くれ帯をもつ網 )を張る。分布 :吉沢 ・高麗山
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102.カ ラフ トオニグモ  Z.F2訪 αιあ夕れ立F(Saito)

木や草間に正常円網または白帯円網を張る。幼体では前種と区別が難しい。色彩,斑 紋には変

異が多 く,白 条型,緑 色型,黄 色型,キ マダラ型などがあり,こ の地域では白条型が多 く記録さ

れた。丘陵地に多 く分布 し, 日陰にいることが多い。分布 :吉沢 ・金目・岡崎 ・高麗山 ・湘南平

105, コ ガネグt   Zγ フをθP夕 αれ。ιtt  L.  Koch

草の木の枝の間,軒 下などに大きな正常円網または白帯円網を張る。南方系のクモで年 1化。

幼体で越冬する。平塚では普通種であるが,他 の地方と同様,近 年減ってきている。分布 :吉沢

・万田 ・田村 ・相模川

104.ナ ガ コガネグモ  ″ .ぁT“切″花ルと (Scopoli)

草原や林縁の草間,水 国の稲の間など直径 20～ 50C″程の体長に比して小さめの正常円網ま

たは白帯円網を張り,中 心にとまる。最も普通に見られるクモ。 分布 :土屋 ・吉沢 ・万田 ・平塚

海岸 ・湘南平 ・相模川

405.チ ュウガタコガネグモ  ン .あοι」勿あ釘" BOett et Strら

林縁に造網 している。上屋愛宕山で 1頭 確認。正常円網または白帯円網を張る。 分布 :土盛

106.コ ガタコガネグモ  ン .挽 あ″α Karsch

習性は前種と同じ。市内では普通。分布 :土屋 ・吉沢 ・万田 ・岡崎 ・湘南平 ・相模川

107ヤ マ トカナエグモ  Cル θTあzθP夕s ttIPοみたが  Yaginuma

他のクモの網に侵入 し,餌 を盗んだ り,網 主を攻撃″捕食したりする。分布 :土屋 ・吉沢 ・金

日・大原

108.ギ ンメッキゴミグモ   σ フcιθFα αヶフのと夕ο
~″ あc Boes,et Strt

字間に垂直に円網を張 り,頭 部を上にしてとまる。採集は高麗由地区の1例 のみである。この

属の多 くは白帯円網 (か くれ帯をつける)か擬装P」網 (ごみ リボンをつける)を張る。分布:樗随 山

102シ マゴミグモ   ご . あ じ2αれα (Cos ta)

暖地性の種である。分布 !1巧魁山

110.キ ジロゴミグモ   σ . 2cれθαttc Boes. et Str.

吉沢において 1頭採集された。か くれ帯はつけない。分布 :吉沢

111.ヤ マゴミグモ   C.秘 っれれcθιc BOes.et Str.

高麗的において 1頭採集されたが,個 体数は少い。分布 :高麗山

112.ゴ ミグモ   ご . θcとθと″あ夕γθじιαとα  Karsch

擬装円網を仮る。各地で普通に見られるクモ。分布 :全域

115.ヨ ツデゴミグモ  C.Fタ ルθ″αとα Karsch

純装円網を張るが,幼 体は渦巻き状のかくれ帯をつける。各地で普通に見られる。分布 :土圧

・吉沢 ・金田・万田 ・岡崎 ・田村 ・高庭山 ・相模川
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114.オ オ トリノフンダマシ  σ ダとcrccんzを あ α夕?切ιお Thorell

昼間はススキなどの葉裏に静止し,夕 方から夜間にかけて活動し,メ ス成体は大型の日の荒い

「司フは、水平円網を張る。 (厳 密には同心円ではない )。糸の粘着力は強い。個体数は少ないがトリ

ノフング
・マシ類の中ではよく見られるクモ。分布 :土屋 ・出縄 ・万田

115.ア カイロ トリノフングシ  C.フ “れθヵαγ″zFιs S trand

習性は前種と同じであるが網は小さめである。吉沢地区で 1頭採集された。分布 :吉沢

116.ト リノフンダマシ  θ .れ 丁ο (BOes.et Str.)

習性は前種と同じ。相模川下流の左岸で 1頭採集された。 分布 :相模川

117ク ロトリノフングマシ  C・ れウ砲 Yaginulna

智性は前種 と同じ。南方系のクモで伊豆付近まではよく見られるが以北ではめずらしい。

分布 :万田

118.シ 臼オビトリノフンダマシ  び .″c′αscたれ'デιS S trand

習性は前種と同じ。万田地区では前種のす ぐ近 くで採集された。分布 :土屋 ・万田

11'コ ガネグモダマシ  ニ αTあれ α″夕あPゲογ初お  BOes.et Str.

樹間,草 間に正常円網を張る。 分 布 :土屋 ・南原 ・平塚海岸 ・相模川

120.ヤ マジ ドヨウグモ  〃 沈α ヶたたとιθあ″夕s Yagj nurna

上吉沢と湘南平で一頭ずつ採集された。湘南平のものは倒木の下の湿った空間に正常水平円網

を張っていた。 分布 :吉沢 ・湘南平

121.メ ガネ ドヨウグモ  〃 江″で確例タタ フ″θんα秘切デお  (I〕oett et Str.)

用水路の上や小川の上など水面近 くに大型の正常水平円網を張ることが多い。普通種。

分布 :土屋 ・金日・公所 。南原 ・高麗山

122.ジ ョロウグモ  汀 ι"ル α σιαフαをc L. K∝ h

市内で最 も普通に見られる。樹間にきわめて目の細かい師型円網を張る。個体数も非常に多い

大形のクモである。体長は雌雄の差が著しい。分布 :全域

カラカラグモ科   THERID1080MATIDAE

1 2 5ムヤマジグモ   0 7 "れ れ,  P“ιιが  B o e s t  e t  S t r .

水 Fヽ円網が くずれたような形の網 (立体円網 )お よび間心水平円網を張る。 分布 ;吉沢 ・万田

424. ナ プレ:コグモ    7マれαあιフαγ22  0フ■0髭C  (S trand)

渓流の石の間に糸をひき,そ こから数本の粘糸を水面におろした鳴子網と呼ばれる網を張る。

吉沢地区で 1頭採集された。 分布 :吉沢

アシナガグモ科   T E T R A G N A T H I D A E

1 2 5ヒ メアシナガグモ  Dダ ●んか力″αとんc と2免ヒγα (K a r s c h )

車間,落 交,水 田などで採ffされる。生態は不明で,個 体牧は多 くない。 分布 :金日・出縄
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126.ヨ ツボシヒメアシナガグモ  D.?比 泌れ″αθ″″α Boes. et Str

水田のIB株,車 間を俳個する。分布 :土曜 ,金 □・山縄 ・神田 ・豊回

127オ オシ回カネグモ   と 2″cz′ι 況2ソ"力 r2 Y aginurna

樹間 ・事間に正付i水 F`円網を張る。市内の林 内に まiと。分布 :fとをi・吉沢 ・力日 '|とItt・1日

市内 ・平塚海岸 ・高勉山

128.コ シロカネグモ   五 .∫しぁあι∽22 Boese ct Str.

前種より小型で,木 や草間に正常水平円網を張る。メス幼体は前種と区別が難しい。分布 :土

屋 ・金日・高盟山 ・相模川         ″

12'キ ララシロカネグモ   五 .錫 ズれ馳α BOes.ct Str.

車間に正常水平円網を斜めに張る。刺激を与えると腹部は金色から褐色に変化する。市内の林

などに多い。分布 :上E'金 日 ・万田・相模川

150.ア ゴブ トグモ   Pc。物卯 効α 。2釘cんけ  Sundevall

冬期に市内の水田のヮラや車むらで多数採集されている。分布 :金 目・公所

151.ト ガリアシナガグモ  T沈 ヶcフ″αあa cα滅をθ″α (Karsch)

豊口で 1頭採集された。腹部後端がとがってぃる。この属は正常水平円網を張る。分布 :豊 田

132.ヤ サガクアシナガグモ  r.フ αPθれ。α Boes.et Str.

水田などに多い。年に 2～ 5 1Dl発生する。肉眼では次種と区別が難しい。 分 布 :土屋 '吉沢
・

金目・万田 ・城島 ・旧市内 ・高庭出

155.ア シナガグモ   r.〃 2″θれ。 L.Koch

池の周囲や河原などに普通にみられる。 分 布 :全域

154.シ コクアシナガグモ   T. Pん どたったとα77rr Yaginuma

河原の草間などにみられ,水 平または斜めに円網を張る。分布 :上屋

155.ウ ロコアシナガグモ   T.F?″ α tt αとc Karsch

′」ヽさな正常水平円網を張る。市内各地の木や草間に普通に見られる。 分 布 :全域

ヒラクグモ科   UROCTEIDAE

13も.ヒ ラタグモ   t/ヶθcと¢α θり秘Pa江ルとび L.Koch

家堅の周囲,へ い,壁 などに円盤状の住居をつくり,そ こから受信糸を放射状に張る (放射状

受信糸網 )。 市内各地rpkに最 も普通に見られる。分布 :全域

クナグモ科   AGELENII)AE

157 ク サグモ   カ す。ι ι73c ι″″必2と2 Thorell

庭木,生 」17に管状化|どのある棚網を作る。コクサグモよリキIく成熟し,秋 に爽間に多由体の卵

の うを作る。卵のう内で幼体越冬する。個体数が減るll l l向にある。分布 :令域

13 8 .ヨ クサグモ   カ .  θPとιでれをα  L。 太o c h
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前種同様の網を作る。出のうしたばかりの幼体は赤禍色。腹部背面後端に赤色が残るので,ク

サグモの幼体 と区別できる。卵の うは席平なだ円形で実上につける。卵越冬。分布 i土屋 ・吉沢

万田 ・IⅦ崎 ・南原 ・高麓山 ・相模ナ||

152 ホ ラズミヤチグモ  σ ο夕ιθとが cをと売  (Kolnatsu)

湿った岩場,崖 地に生忠。岩や上の隙間に管状住層を作 り,入 1]から大きな棚網を張る(新 海

1977)。 分布 :高麓山

140.ヤ マヤチグモ   び .θοTcJ辺彰J(Boett et Str.)

樹葉上,崖 地などに棚網を帳る。分布 :吉沢 ・出組 。日村 ・高庭山 ・湘南平

141.ヤ チグモ   C. 毎 あとう。ιぁs  L. Koch

漏斗綱を作る。生殖器の構造に変異がある。分布 :土屋 ・岡崎 ・高魁山 ・湘南平

142.シ モフツヤテグモ   θ .あれ立あっFが  L. KOch

漏斗網。形態の似た別種が多い。 分 布:金 日 ・万田 ・岡崎 ・豊田 ・南原

145.ア ズマヤチグモ   び .れ と像αりぁ  Yaginurna

漏斗網。 分布 :上屋 ・吉沢 ・金日・出縄 ・南原

144.メ ガネヤテグモ  c.ι ″ごれθF″J Boett et Str・

漏斗網。家の周囲の壁m~,石 垣などに多い。幼体が母グモと同居し,給 餌を受ける。 分布:土

屋 ・吉沢 ・金目・城島 ・豊田 ・中原 ・大原

ハタケグモ科  Hツ せINII DAE

145.ハ タケグt   rF2ぁ れ θθ″とをcあθθια  Boes.et Str

畑の くだみ,芝 生 ・草原の地表面に小さな棚網に近い形の網を張る。分布 :土圧 ・田村

キシダグモ科  PISAURIDAE

14も.ス ジブ トハシリグモ  Dσ ιθ″ルF ″ 22ルαγれJ Docna ct Str

習性はィォゥィロハシリグモに似るが,水 辺に多い。 分 布:公所

147ア オグロハシリグモ   D.ァ cPとθγ Boett et Str.

渓流付近の葉上に多い。分布 :吉沢

148.イ オウイElハシリグモ   リ 。 s″ /γれF L. AOch

中や低木の葵 Lで獲物を待つ。す噺tく徘lIEIする。色彩や既紋に変化か夕い。 成体は大形 (メ ス 2

～ ヤ″)て ,夏 に卵の うを抱えている。分布 :全域

142ア ズマキシダグモ   Pι Jα“γα ″c″c BOes.et Str

色来,や斑紋に変化が多い。他のキシダグモ科のクモより早 く成体が出現する (5～ 6月 )。

分布 :土に ・大原 ・相模川

コモリグモ科   Iポ COSIDAE

150。エビチャコモ リグモ   カ γgれJα あ たえα  Ytt i nurlla



山地に多 く,車 原,石 の下などを徘徊する。 5～ 5月 にかけて卵の うを保持したメスは 5～

4C″の穴に搭む。入□の周 りは車やワラなどを糸でかがってある (新 海 1969)。 分 布 !相模川

151.フジイコモ リグモ  ン .r zrルれ Tanaka

湿った落葉層に生忠。卵のうは 5月 上旬～ 6月 に見られる(田 中 1984)。分布 :金 目 ・相模川

152.ハ ラクロヨモリグモ   乙 ノθθsc cθ″がとお  L. Koch

大形のコモ リグモで,地 表を徘徊する。卵の うを作ると地中に港って保護するとい う。 分布 :

高麗山 ・相模川

153.カ ガリビコモ リグモ  五 .″ ιP夕θれれ″α (Boe5 et Str。)

分布 :平塚海岸 ・高麗山

154.キ クゾキヨモリグモ   と .Ps2泌 θ2初″ιαとα (Boes,ct Str.)

水田に多 く,稲 の害虫をよく捕食する。 分 布:金 目 ・公所 ・相模川

155.ウ ズキコモリグモ   PcrttθJα cttTt′夕γc Iフ.Koch

車間,落 実上,地 表を徘徊する。広 く分布するが,形 態の似た別種が多い。分布 :土屋 ・吉沢

公所 。万田 ・城島 ・南原 ・平塚海岸 ・湘南平 ・相模川

156.ヤ マハリゲコモリグモ  P. レ タフわ″υα Tanaka

林内の落葉中に多い。分布 i高麗山 ・湘南平

15ス イサゴコモ リグモ   P .  ウょりθ T a n a k a

分布 :相模ナ|!

158.ハ リゲコモ リグモ  P.″ α〃α Karsch

非常に良 く似た近縁種がいる。分布 :吉沢 ・金目・公所 ・高麗山 ・湘南平 ・相模川

15 '  キ ザンペコモリグモ   P .  坪 フガ″″れαあ  T a n a k a

分布 :相模川

160.ク ラークコモリグモ   Pけ Tcとα θι2Tれ   (BOes・ ct Str.)

分布 :相模川                ヽ

161. ヤマ トコモ リグモ   P. ノ∽θtt ι θ″F  Tanaka

幼体は土壊中に多いが,成 長するにつれ,地 表徘徊性に変わる(新 海 1980)。 分布 :公所 ・

高庭山 ・相模川

162.カ イゾクコモ リグモ  P.Pあ γαとた″F(Clerck)

草間を徘徊する。幼体期はシー ト網を張り,管 状住居を作る。分布 :土E・ 金日・出紬 ・高勉

山 ・相模川

1 6 5 . テ ビ コ モ リ グ モ   P . P r ο θ″T υ″F ( B O C s  c t  S t r . )

八モイでは水田,浅 川流域の河原に多いという("1海1980)。分布 :高電山

164.キ バラコモリグモ  P.Fカ ルγCした“J (Bces・ ct Str.)



水国に多い。地表の隙間に管状住居を作る《新海 ・高野 1984)。 分布 :公所

165. ヒノマルコモチツグt   T′ ,ccc ノα″角あごα S i1110n

幼体期は土壊中に多いが,成 長につれ,地 表徘個性に変わる(新 れ 1980)。 分布 :上旺 ・出

縄 ・高麗山 ・相模川

166.ア ライ トコモ リグモ   TTっ あθsα γ″句θθιO (Dc Gtcr)

分布 :金 日 ・公所 ・神田

167カ ラフ トコモリグモ   T.挽 γれθθ″α (Thorell)

分布 :土壇

ササグモ科  OXYOPIDAE

lも8. ササグt   aヮ θPクs f″ どαれs L Koch

草原に多 く,驚 くとジャンノして逃走する。負の走地性を示す。分布 i旭 ・大野を除 く全域

カエグモ科  THOMTSIDAE

16'キ ハダカニグモ   Bα "αtt αれα α夕θογα角 (Karsch)

樹幹に多い。冬期は崩皮 下で趣冬する。 分布 :旭を除く全域

170.イ ボカエグモ  』 θとおc切す れ あ夕ra""切 s(Simon)

高題山南針面のスグ鮮落で, 10月 に幼体 ・ォス亜成体が多数採集された。 分布 :高麗山

171,コ カニグモ   σ  θγιαγccあタ ル ιれPι。 (Karsch)

冬期は樹皮 下で越冬する (新 海 1969)。 分布 :金 目・岡崎

172.ア マギエビスグモ  五 フ立挽とが cθγθれをとが  (Grube)

樹間,草 間,花 上にいる。個体数は少い。 分布 :金 目

173.ハ ナグモ  ン お“秘勿θダ  タ ιθがPttαれs(Fabricius)

草間,花 上に多いじ斑紋に変要がある。広 く分布する。 分 布:全域

174.コ ハナグモ  財 .ソcPοれc ttJ(BOett et Str.)

前種に似た習性。分布 :上 E・ 金 田

175。ワカバグモ   r准 ンと抗ヒ Jとγぁαれ″F L(ocll

緑色で中型のカニグモ。 分 布 :上昼 ・吉穴 ・金田・出縄 ・岡崎 ・城島 ・田村 ・豊田 ・中原 ・高

麓山 ・湘南半

176.ガ ザ ミグモ   Pを」とぁが 2,とあι2と協S Karsch

草や低木の箕 とに出現。本に卵の うを作る。分布 :上屋 ・出純 ・万LB・平琢海岸 ・高魔!地・湘

南平 ・相模川

177ア ズチグモ  7｀ヵθ確おとす ιαわゲα克廊  Karsch

花上にぼる。体色に変共がある。分布 :土堅 ・吉沢 ・金日・万田 ・城鳥 ・湘南平・相模川

178.ト ラフカニグモ  rttαTが ル ▼グ (恥仏lCkcnacr)
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事の受上にいて,ア リを取る。北マル トラフカニグモとよく似ている。分布 :金 日

17,セ マル トラフカニグモ   T.れ れθPしF Paik

比較的広 く分布する。アリを捕っているのを見る。また樹皮上で交接を見た。分布 :土E・ 吉

沢 ・金日・出縄 ・高麗山

180.ヤ ミイロカニグモ  xダ れα″J θγθご物F Fox

下車の実上で獲物を待つ。この属はよく似た別種が多 く,幼 体では区別できない。分布 :土昼

・言沢 ・金目・岡崎 ・豊田 ・高鹿山 ・相模川

181,シ ナカニグモ  x, ι 〃ヵ″″が  Si mOn

分布 :中原

182.ア ズマカニグモ  X。  ぁ 」″あθθιc Boes.et Str_

分布 :公所

183.オ オヤミイロカ三グモ  X,Fα フα″″F Boesc et Str.

分布 :金 目・平塚海岸 ・湘南平

184.オ ビポソカニグモ  X. ヵ ιz θttαとが  RIlner

分布 :吉沢

エビグモ科   PHILODROMIDAE

185.キ ンイロエビグモ   Pル ヶοαヶθ初″s C″γttθ秘“s L.Koch

分布 :金 目 ・城島 ・岡崎 ・高麗山

186.エ ビグt  P. ァ θ」夕とs K ishida

分布 :土屋 ・金目・出縄 ・南原 ・高麗山

18ス キハダエビグモ  P.」 PヶれとαヶFお Si mon

樹皮上で生活する。冬期は樹皮下で越冬する。分布 :土屋 ・金目・岡崎 ・田村 ・豊田

188.ア サヒエビグモ   P. 」 ″あα″″夕θ″″す BOes.et Str.

生垣,葉 上に多数生息。夏に卵の うを保護するメスが見られる。分布 :旭 ・大野を除 く全域

189 ヤ ドカリグモ   rん czαとし」 あ れαθ2″す (SimOn)

車上に生息。分布 :旧 市内 ・高麗山 ・相模川

190.ヤ マ トヤ ドカリグモ  T.売 ″θれた“F Yagi nurlla

前種同様の習性。局所的に多数分布する。分布 :湘南平

191. シャコグモ   Tわ ″れs を夕2夕″″F (L.Koch)

草間に生よ。分布 :旧市内 ・中原を除 く全域

ハエ トリグモ科   SALTICIDAE

192.ヤ マジハエ トリ  ン 冴″ヶ"れ , ヵ F売フ″S L Koch

分布 :土昼 ・相模川
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195。キレワハエ トリ  β れれθγ 控 あれ」 Boes.et Str

分布 :万田 ・岡崎 ・高麗山

194. デトコハ‐ トリ   ご αTγんθとをJ ″α″とんθ′Tαtt α  (Latrellle)

亜成体で越冬 し,春 にォスが先に成熟 し,メ スの住居の近 くで最終脱皮を待つ。分布 ;全域

195.マ ミジロハエ トリ   β フαTc力α αιあαァ,c (と KOch)

オスの額に白毛があ り,メ スの腹背後端に黒い点が二つある。似た別種がいるので注意。分布

:土屋 ・上吉沢 ・万田 ・豊田 ・南原 ・大原 ・高麗山 ・湘南平 ・相模川

196.カ タオカハニ トリ  ど ″θルTySメγθttαιお KWalckenaer)

落葉層から採集した。分布 :相模川

19ス イナヅマハエ トリ   ど . 切″″ιαとびυととを。と。  Boes.et Str.

樹皮上徘徊性,冬 期は樹皮下に潜む。 分布 :土屋 ・金目・城島 ・中原 ・南原 ・平塚海岸・相倒 ||

198.ウ デブ トンヽエ トリ   『 cr″θでんあ″が  あ″ccんとcとしs (Thorell)

草上や地表を徘徊する。冬期は枯葉で袋状住居を作 り成体越冬する。分布 :土屋 ・城島 ・大原

平塚海岸 ・高麗山 ・湘南平

19' ア ダンソンハエ トリ   ″ αFcTウ″F ttα″sοz, (Audouin)

海岸の車むらで採集された 1例。 分 布 :平塚海岸

200.デ ーニッッハエ トリ   万 . ″θ切力zあ Karsch

車や低木の葉間を徘徊する。 分 布:土屋 ・吉沢 ・金目・万田 ・城島 ・高麗山 ・湘南平

201.テ ビクロハエ トリ  ダ ″あθ″α"″」 α夕脅夕″' (Hahn)

河原の草間を徘徊。分布 :相模川

202.メ ガネアサヒハエ トリ  rれ ″F れ ,夕c (Karsch)

マガネアサヒハエトリと幼体は似ていて,区 別できない。分布 :豊田 ・中原 ・大原 ・相模川

205。 ラ・ャイ回アリトヒハEEト リ    ′ οを″F αあれγ″あs  BOeき  et Str

分布 i金目 ・豊田 ・南原 。湘南平           ヽ

204.マ ガネアサヒハエ トリ  ブ 。あガあθけιお (Boes et Str)

分布 :湘南平

205. ‐ キスハエ トリ    ニ砕ルあc  αιZ夕α  S irllon

幹上をつF徊する。分布 :上屋 ・吉沢 ・中原 ・高麗山

206.ヤ ハズンヽエ トリ   財 cヶルびJC ル ・れフcと。  (Karsch)

イネ科植物の葉 上を徘徊することが多い。成長につれ,斑 紋が大きく変化する。分布 :土屋 ・

吉沢 ・金目 '万田 ・南原 ・相模川

20ス オスクロハエ トリ 〃 .施 か と夕T (Karsch)

前種と似た習性であり,メ スは賠似している。稲ワラの内で越冬していた。分布 :金 日・公所
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208.ヨ ダンハエ トリ  /.探 222(Ka rsch)

地表を,徘 ll「lしていることが多い。 分布 :上E・ 吉沢 ・金日・岡崎 ・南原 ・大原 ・高麗出

20,シ ラヒゲハエ トリ  〃 例で″θγが r,7ザ“Jが BOCS,et Str

樹幹,塀 上を徘徊。 分布 :吉沢 ・金目・城島 ・畳田 ・中原 ・平塚海岸 ・柏模|十1

210.タ イリクア リグモ   〃 ノγ tt αヶccん解 ブθγれたαγあ  (Dc Geer)

アメイロハエ トリに似た美しいアリグモ。稀産種。分布 :吉沢 ・相模川

211. ヤサア ツグモ    コィ. サ伽2_と訪2ιお Bぃ s  et Str,

分布 i土屋 ・高麗山

212.ア ツグモ  〃 . ジαPοzた。 (K arsch)

ア リに似ているが,ア リとの関係はない。受上に住唇や産室を作る。分布 :神田を除 く全域

215,ネ オンハエ トリ  J夕 θz γttιc″ιαれJ (Blanwa11)

樹皮上に住層を作った り,地 表を徘徊 したりする。分布 :土屋 '相模川

214.メ スジロハエ トリ  P虎 材"″α ヮヒγFιθθιθT(C・ Koch)

雌雄の形と色は全 く緊なる。冬期,樹 皮下に住居を作 り,そ の中で越冬する。局所分布。分布

:吉沢 。金日・城島 ・岡崎 ・豊田

215.マ グラスジハエ トリ  Pι 夕tr2PPzs attZttPであs Saito

分布 :吉沢

216.チ ャスジハエ トリ   P. 控 フん″ιあ (AudOuin)

暖地に多 く,E内 にも八り込む。分布 :高鹿山

217ミ スジハエ トリ  P.膨 とをPが Karsch

分布 :上E'金 目 ・城島 ・岡崎 ・昏田 ・中原 ・南原 ・大原 ・平塚海岸 ・高麗山

218.カ ラスハエ トリ  沢 んιz夕αとTttα  Karsch

広 く分布する。樹葉を巻き,袋 状住居内で幼体から亜成体で越冬 している。分布 :相模川を除

くイトを文

2127オ オビハエ トリ  sル でγ2ι″を υうととα娩  (Karsch)

葉,石 ,倒 末などの上を第 1脚 を振 りあげながら徘徊し,よ くア リを捕える。 分 布 :全域

220。モンシロヨゲチャハエ トリ  S力 売θな ル デcを″  (Si■lon)

個体数は少ない。分布 :土E

221.ア メイロンヽエ トリ  Sフ r2cr先芝が  α夕9γ新げれホ  S trand

分布 :金 日,相 模川

222 ム ツ バ ン エヽ ト リ   y々 すと脅彰"α そヶF Fc述 夕をと2と“ざ (YaginuIRa)

分布 :=L塩と'どf沢

フクログモ科   CL【 千B10NIDAE
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225.ア シナガヨマテグモ   び わTccc成れを″ 夕をれれ力α Boett et Str.

分布 :高麗山

224.カ バキコマテグモ  び .ジαPθれた切″ BOes.et Str.

産卵期はア～ 8月 ,ス スキの実を曲げた住居の中に産卵する。子グモは第 2回脱皮の後,母 グ

モを食べる。住居は時期により,構 造に違いがある。分布 :土屋・吉沢・万田・豊田・湘南平・本目程期||

225.ヤ マ トコマテグモ  ご .ιoJθわυれ Karsch

分布 :大原 ・平塚海岸 ・相模川

226.ヤ サコマテグモ   C.″ た″秘 Boctt et Str

分布 :田村 ・旧市内

22ス フクログモ新記録種  α ″ああっっα ん″初を″あ S  c h e rよe l

中国で初記載された種 (Schenkel 1956)で 日本では初記録 (1984年 7月 15日 ,平 塚海

岸クロマツ林稼のススキを曲げて卵室を作っていたメス成体 1頭 )。 中国名は 「双弓管巣蛛」 (

外雌器の形態によって双弓と称されている)。 新海栄
一氏同定。分布 :平塚海岸

228.ヤ ハズフクログモ  σ .〃 の2c (Karsch)

分布 :土屋 ・金目・田村 ・平塚海岸

222ヤ マ トフクログモ   σ .ソ響θれごc 12,Koch

分布 i金 日・城島 ・豊田

250.ハ マ牛フクログモ   C.ノ αPθttθθια Boett et Str.

水日に多い。イネ科植物を曲げて産室を作る。 分布 i金 目・湘南平

251.ヒ メフクログモ   び .″″れι ttJお BoesP et Str.

水田の優占種でハマキフクログモより多い。分布 :金 目・公所 ・城島 ・中原 ・湘南平 ・相模川

252. トビイロフクログモ   び . ″切α Boes.ct Str

分布 :金 目 ・相模川

25る.  ミギワフクログモ   C .  〃 γα′れをとをF  C .  K o c h

分布 :金 目

254.ム ナアカフクログモ   σ . フを"ι Karsch

広 く分布し個体数も多いが,幼 体ではヤマ トフクログモと区別できない。分布 :田村 ・1日市内

を除 く全域

ウエムラグモ科  LIOCRANIDAE

255.イ クテグモ   rと α浄あc r″ たθ2α (BOes,et Str.)

落実,上 壊中,地 表を徘徊する。 分布 t上屋 ・吉沢 ・高鹿山

256.オ トヒメグモ   θ γとんθあ″α ∽ γれ/″α Boesc et Str.

落業,地 表を俳徊するし 分 布 :田村 ・大原 ・旧市内
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257 ヨ ムラウラシマグモ   Pん γ2ァοをルんが  た9″“Tcを Y aginuma

落葉中に生息。分布 :土屋 ・高尾山

258.ウ ラシマグモ   P.れ FjPθァとあθが  Kishida

落葉 上を俳徊す る。落葉 Lに席平な卵の うを作る。乾燥に弱い。分布 :土屋 ・吉沢 ・金田・岡

崎 ・l_4間町 ・高慶山 ・湘南平

25qャ バネウラシマグモ   P.P夕 初αとが  Yagi ntllna

溶葉 上,地 表を俳徊する。腹背に金色に陣 く失羽紋があるが,幼 体でははっきりしない。分布

:土屋 ・高麗山

240.ウ ラシマグモの一種  P.FP

ウラシマグモに似るが,腹 背の白線の後にも中央で切れた白線があり,触 肢が共なる。分布 :

大原 ・高麗山

241.ネ コグモ   Tγ αごルιcJノCPθれβ2  B∝ s.et str.

落葉中,草 間を徘徊する。広 く分布する。分布 :吉沢 ・金目・城島 ・神田 ・田村 ・豊田 ・中原

南原 ・高麗山 ・湘南平

242.ネ コグモの一種   T.FP,

触肢の構造の異なるオス 1頭 が採集された (1984年 8月 18日 )。分布 :相模ナll

245.ウ エムラグモの一種  Cctt FP

1984年 5月27日採集のオス成体 1頭。 242と 245は 新海栄一氏が研究中。分布 :相模川

イブツグモ科   ANYPHAENIDAE

244.イ ブ`ツグモ   ガ z切ん。夕″α 控 "ι  Karsch

針葉樹の実上や草間を徘徊する。分布 :吉沢

アシダカグモ科  HETEROPODIDAE

245.コ アシダカグモ   万 友夕γθPο2α /つケれPCとc(Karsch)

アンダカグモは屋内に多いが,本 種は屋外に生息する。分布 :上巳 ・吉沢
・金目 ・岡崎 ・南原

・高麗山 ・湘南平

246。アシダカグモ  ガ .υ ttαとοtt α(L inne)

屋内に普通に生息。全域に見られると思われるが,屋 内調査をほとんどしなかったので,標 本

記録は少い。分布 :金目 ・中原

シボグモ科   CTENIDAE

24Zシ ボグモ   ル と電夕虎α ル 碗α Karsch

林内の地表,落 葉中を徘徊する。分布 :土屋 ・吉沢 ・岡崎 ・豊田 ・中原 ・大原 ・高度山
・湘南平

ワシグモイ斗  GNAPHOSIDAE

2 4 8 . ト ラ フ ワ シ グ モ   D γ αJ J θ芝岱  F 2 γ αとをど夕z げ S c h 卸 降 1
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分布 :相模川

24' メ キ リグモ   Cれα″θSC んθ ttP力勿,あs  Boes・ et Str.

分布 :吉沢 ・公所

250`メ キツグモの一種   C.sP。

メキリグモに酪似するが外雌器の構造の異なるメス成体 1頭 を採集 (1ワ 84年 6月 24日 ,

上屋地区 ), 7月 10日 までに 5個 の卵の うを作 り, 20頭 前後の幼体がふ化 した。 分布 :土屋

251.ヒ トオビトンビグモ   Pθ 2cあ″θθんTοα 切 ヶ/2SCZフセγα (Boes.et Str)

分布 :金 目

252.ク ロチャケムリグモ  Zヮ ″θと夕, αst2とたし」 (Boeま et Str.)

1984年 6月 24日 採集のメスは 7月 11日 に卵の うを作 り, 7頭 の子グモが出の うした。

分布 :土屋 ・吉沢 ・高麗山

25る.ケ ムリグモの一種  Z.FP,

クロチャクムリグモに酷似するが,外 雌器が異なるメス成体 1頭 を採集 (1984年 6月 24

日,上 屋地区 ), 7月 9国 にクロチャクムリグモより大きな卵のうを作った。 8月 1日 に子グモ

が 16頭 ,出 の うした。 250と 255は 林俊夫氏が研究中。分布 :土屋
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Tanaka, I■  1985: D iscriptions oF new species of  the Lycosidae(Araneac) from

J apan, Acta  arachnol・  55(2).

八木沼健夫  1968:原 色 日本蜘蛛類大図鑑 (増補改訂版 ),保 育社

一一一- 1977:日 本産真正蜘蛛類目録 (1977年 改訂 ),Acta aracl■lo1 27-sp NO

―一一-1978:日 本産真正蜘蛛類目録 補 遺 (1),Atypus 7 1.

十一―-1980:日 本産真正蜘蛛類目録 補 遺 (2),Atypus 7 6.

一――- 1981:日 本産真正蜘蛛類目録 補 遺 (3),Atypus 7 8`

――一-1982:日 本産真正蜘蛛類目録 補 遺 (4),Atypus 8 0.

一一一-1984:最 近のクモニュース,Atyptls 8 4.

〔付記 〕

本稿脱稿後,八 木沼健夫著 『原色日本クモ類図鑑』 (保育社 )がコ1行された。その中で多 くのク

モの学名が変更または整理されている。参考までに本稿の リス ト中で変更されているクモの番号と

和名を列記してお く。

25オ ナガグモ, 58ハ ラナガヒンガググモ, 45ヒ メグモ, 46コ ンピラヒメグモ, 59ユ ノ

ハマサラグモ, 70ニ セァカムネグモ,72ケ ズネグモ, 74コ トガリアカムネグモ, 75セ スジア

カムネグモ, 76,オ オサカアカムネグモ, 77ト ウキョウアカムネグモ, 78チ ョビヒグヌカグモ,

80ナ ンプヨツブグモ, 86ム ノボシオニグモ, 95ヨ グチャォニグモ, 99ヨ ノボシショウジョ

ウグモ, 124ナ ルヨグモ, 152ヤ サガグアシナガグモ, 154シ ヨクアシナガグモ, 154キ

クノキヨモ リグモ, 165ヒ ノマルコモ リグモ, 195キ レヮハエトリ, 200デ ーニ ンノハエ ト

リ。

また, 6 2キ ノサラグモは, 5 4タ テヤマテナガグモに, 1 8 6エ ビグモは 18 5キ ンイロエビ

グモに,そ れぞれ統合された。

また, 2 5ヤ ホシサヤヒメグモはヤホシヒメグモに, 7 2ケ ズネグモはヤマ トケズネグモに,

1 4 1ャ チグモはクロヤチグモに, 1 8 1シ ナカニグモはカラカニグモに,和 名が変更された。

また, 4 8キ ヨヒメグモ, 1 6 1ヤ マ トコモリグモ, 1 8 4オ ビボノカニグモについては, この
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図鑑には収録されていない。

文献  八 木沼健夫  1986:原 色 日本クモ類図鑑.保 育社.
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図 2 . - 1 .平 塚市の真正 クモ類

A :シ Pホ シヒメグモ l l t  B :シロホシヒメグモ ヵ能 c :ゴ マダラヒメ

ジロゴミグモ 雌 F :シ マゴミグモ l l t  G :ヤエンオニグモ雌亜成 H :

メオニグモ 雌 」:クロトリノフンダマシ 雌 (スケールは 5 m m )

,|

療按

グモ幼 D:キ ヨヒメグモ ‖控 E:キ

ナカムラオニグモ雌亜成 I:マ ルノ

亀

碇

ぉ
と
，

ィ■
．
、

J
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LK

NM

QP0

SR
図 2 - 2 .

K :フ ジイコモリグモ

雌 L :イ サゴコモリグ

モ 雌 M:ヤ ドカリグモ

llt N:ヤ マ トヤ ドカリ

グモ ‖佳 0:イ ポカニグ

モ幼 P:カ タオカハエ

トリ雌 Q :タ イリクア

ウグモ幼 R:C lubio■ a

huEll■eli ttS:ヒ トオ

ビトンピグモ幼

(スクールは 5 m m )
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